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2. 国是をめ ぐ る対立
3. I内百LJ をめ ぐ っ て
4. I公武合体J の挫折











































芥昭は外閑との対応は昨日Jか「戦jかのどちらかであるが， 1戦」 を主 と す る べ き であ る




























安政 4 年 (1857)暮れアメリカ総領事ハリスと日米通酪条約の交渉についた，幕府の金権井


































(l)公武の一致= r公武合体」 の実現ニ ま ず‘支配層の人心一致を実現す る 。 ( 2)公武の一致を実現
する制度・組織・機関として合議体制を縫立する。 (3)国家の最高日標であり，かっ国家の最尚















万延 1 (1860) 年8 月 ， 天皇は和宮降嫁の勅許を幕府に内達 し た。 ただ し条件があ っ た。 そ
れは(1) r公武合体」 を実現す る こ と 。 (2 ) r破約援夷J C=条約の被棄) を実現す る こ と 。 こ の
二点であった(九さらに付け加えると， (1)の件iこ関しては，この婚儀は朝廷と幕府の「熟談J
の上で決まったものであることを，志::1:・草奔にいたるまで周知させることを求めていた。た























テ，神武天皇神功皇后ノ遺脱ニ則ト I) ，公邸百官ト天下ノ牧伯トヲ姉ヰテ報征セントス (8)






























































3. r内乱」 をめ ぐ っ て
ここで第三の課題である内乱の限止，という問題についてみていきたし、。長側漆および急進



































































































































幕府軍の苦戦のつづくなかで. 7 月20日 に将軍家茂が大坂城で病没 し た。8 月1 日 に は， 小
倉口の幕府軍が敗北し，孤立した小倉城が落城した。幕府軍の劣勢を盛り返すことは困難であ





















































































大久保科i震が慶臨 4年 1月下旬に政府に提出した大坂遷都の建白のなかで， r匡!内向心合体J
が「今日急務ノ最モ念、ナルベシ」と主践していたのは，まさにその責任の重さを怠覚していた
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『戊辰戦争130周年記念誌J (戊反戦争130周年を考える会事務局発行， 1999年11月 ) で活字化さ れ
ているOしたがって本稿と震なる部分があることをおことわりしたい。
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